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【C】ヴィッツTIIS用バッテリーユニット(リチウムイオン電池)

1． はじめに

TIIS用バッテ リ ーユニッ ト 内には リ チウムイオン電池等を格納し ています。
このTIIS用バッテ リ ーユニッ ト の出力電圧はDC14.4Vであ り 、 また重量は約7.0kgですので本
書を熟読の上、 安全な作業を行って く だ さ い。

使用済みTIIS用バッテリーユニットの安全な回収にご協力を

(1) 事故車、 水没車などではTIIS用バッテ リーユニッ ト に変形、 漏電、 漏液が発生している可能性が
あ り ます。

そのよ う な車両からTIIS用バッ テ リ ーユニ ッ ト を取 り はずす際は感電、 漏液に対し て必要な保護
具を装備するなど、 安全確保のために十分ご注意 く だ さ い。 また、 運搬について も そのままの状
態では運搬できません。
いずれの場合も ト ヨ タHV引取受付セン ター(TEL.  ０１２０ - ３９ - ８１２０)までご連絡 く だ さ い。

(2) サービスプラググ リ ップを必ず引き抜いて く ださい。

まず最初に、 取 り はず し作業を行う 前に、 必ずサービ スプ ラググ リ ッ プを引き抜いて く だ さ い。
サービ スプ ラググ リ ッ プの引き抜き作業は、 イ グニ ッ シ ョ ンキー OFFで リ レーが開いた上で、 更
に確実を期すため機械的に電源を遮断する も のですので、 全ての作業に先立って必ず実施し て く
だ さ い。
サービ スプ ラググ リ ッ プを抜かずに作業し た場合、 短絡等によ り 発煙 ・ 発火 ・ 感電等の事故に至
る可能性があ り 大変危険です。

(3) リ チウムイオン電池は消防法における危険物の扱い、 および船舶安全法による安全確保のための
専用容器への梱包が求められてます。

電解液は炭酸エステルを主と する消防法の危険物第4類第2石油類に該当し ます。 また、 船舶安全
法では リ チ ウムイオン電池はClass9に分類され、 海上輸送時には専用の梱包容器への梱包が必要
にな り ますので、 適切な対応をお願い し ます。

(4) 転売 ・ 譲渡 ・ 改造等を しないで く ださい。

取 り はず されたTIIS用バッ テ リ ーユニ ッ ト は事故防止のため、 プ ラ イムアースEVエナジー (株)に
て速やかに回収を行っていますので、 回収にご協力 く だ さ い。

回収されずに放置された TIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト に触れた場合や、 専用車両以外に TIIS 用
バッ テ リ ーユニ ッ ト を使用(改造等を含む) し た場合は、 発煙 ・ 発火 ・ 発熱 ・ 爆発 ・ 感電または炭
酸エステルを主と する有機電解液漏出等の事故が発生する恐れがあ り 大変危険です。

特に、 転売 ・ 譲渡等を行います と、 相手方で これら の危険性が認識されず、 事故につなが り 易 く
な り ます。
車両からTIIS用バッ テ リ ーユニ ッ ト を取 り はず し た後は、速やかに ト ヨ タHV引取受付セン ターま
でご連絡をいただき、 回収にご協力 く だ さ い。

ト ヨ タ 自動車(株)で は転売 ・ 譲渡等に よ る専用車両以外へのTIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト 使用(改造
等を含む)に よ る事故 ・ 損害等に つ い ては責任を負いかねます。
転売 ・ 譲渡等の結果、 事故防止を目的と する使用環境の制限、 使用条件の制限、 設置据付条件の制限、
使用前準備の制限、使用者の制限、予測される誤使用の禁止、 保守・点検、異常時の処置等についての
告知が されない こ と によ り 、その後の使用者等において危険性が認識されず、事故につながる恐れがあ
り ますので、転売・譲渡等は行わないで く だ さ い。 事故が起こ っ た場合、転売・譲渡等を行った事業者
等の責任が問われる可能性があ り ます。
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2． TIIS用バッ テ リ ーユニッ ト (リ チウムイオン電池)の回収について

TIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト の回収については、 ト ヨ タ HV引取受付セン ターにお電話 く
だ さ い。

TEL.  ０１２０ - ３９ 
サンキュー

- ８１２０
ハイブリッド

受付時間 ： 9:00～12:00 　 13:30～17:00(土日祝日等を除 く )

※ TIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト は、 イ ン ターネ ッ ト 経由での引取依頼はできませんので
ご注意 く だ さ い。

3． TIIS用バッ テ リ ーユニッ ト (リ チウムイオン電池)の取扱い上の留意点

リ チウムイオン電池は消防法における危険物の扱い、および船舶安全法による安全確保の

ための専用容器への梱包が求められてます。

TIIS用バッ テ リ ーユニ ッ ト の梱包方法については、 ト ヨ タHV引取受付センターよ り必要

書類と と もにご送付 ・ ご案内いたします。

TIIS用バッ テ リ ーユニッ ト 取りはずし手数料 ：

2,500円/個 (消費税込み 2011年11月現在)

※金額は予告な く 変更する場合があ り ますので、 ご了承願います。

■正しい取扱いを しないと、 生命にかかわるよ う な重大な傷害を受ける恐れ
があ り ますので、 正しい作業を行って く ださい。

(1) 最初にサービ スプ ラググ リ ッ プを必ず抜 く 。
サービ スプ ラググ リ ッ プを抜いてから、 TIIS用バッ テ リ ーユニ ッ ト に触れる まで2分
以上待つ。
取 り はず し たサービ スプ ラググ リ ッ プは、 作業中に他の作業者が誤って取 り 付ける こ
と がないよ う に、 ポケ ッ ト に入れる等、 携帯する。

(2) 破損させる よ う な衝撃を与えない。
(車載のままプ レ ス ・ フ ォーク リ フ ト 等によ る突き刺し ・ 高所から の落下等)

(3) TIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト を不必要に傾けない。

(4) 取 り はず し後のTIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト の上に物を置かない。

(5) 本マニュアルの取 り はず し方法に記載し た事項以外の TIIS 用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト の
分解は絶対に し ない。

(6) 取 り はず し たTIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト は火に近づけた り 、 加熱し た り し ない。

(7) 取 り はず し たTIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト は雨水にぬれないよ う 、車両に搭載されてい
た姿勢で保管する。 サービ スプ ラググ リ ッ プは、 抜いた後は再取 り 付け し ない。

異常があった場合、 その他ご不明の点は、 ただ ち に ト ヨ タ HV 引取受付セン ター (TEL. 
０１２０ - ３９ - ８１２０)までご連絡 く だ さ い。
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■事故車又は TIIS 用バッ テ リ ーユニッ ト 付近に液漏れの可能性がある場合、
速やかに ト ヨ タ HV引取受付センター (TEL.  ０１２０ - ３９ - ８１２０)に連絡
し、 取扱いについての指示を受けて く ださい。

■事故等によ り TIIS用バッ テ リ ーユニッ ト が破損した車両で、 ユニッ ト 付近
に液漏れがある場合、 以下の準備を行って く ださい。

電解液は消防法における危険物第4類第2石油類に該当する、無色透明の炭酸エステルを
主と する有機溶剤ですので、 ただ ち に火気から遠ざけて く だ さ い。
漏出し た電解液の蒸気を吸入する と、 鼻、 のど に刺激がある場合がある。
TIIS 用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト 付近で液漏れが確認された場合にはゴム手袋、 保護メ ガネ、
有機溶剤用マス ク を着用の上、 青色 リ ト マス試験紙を漏れた液につけ、 赤色に変色し た
場合は電解液が漏れていますので ウ エス等で拭き取って く だ さ い。
・ 青色 リ ト マス試験紙は薬局等で購入し て く だ さ い。

＜留意事項＞
・ これら の作業は屋外では風上側から、 屋内の場合は換気が十分な場所で行う 。
・ 蒸気を吸入し た場合、 気分が悪 く なる場合があ り ます。 その際には空気の新鮮な場所

に移動し医師の診断を受け る こ と。
・ 電解液が皮膚に触れた場合、 ただ ち に布にて素早 く 拭き取 り 、 多量の水および石鹸ま

たは皮膚用の洗剤を使用し て十分に洗い落と すこ と。 また、 付着し た衣類はただ ち に
脱ぐ。 外観に変化が見られた り 、 刺激痛があ る場合は医師の診断を受け る。

・ 万一、 目に入った と きは大声で救援を求め、 目を こすら ずにただ ち に多量の清浄な流
水で15分以上洗い （まぶたの裏まで洗 う こ と） 、 速やかに医師の診断を受け る。

・ 万一、 電解液が口に入った場合は無理に吐かせず、 速やかに医師の診断を受け る。
・ 使用し た ウ エス等は 2 枚重ねの ビ ニール袋に入れ密閉し たのち、 産業廃棄物と し て適

切に処置する。

■TIIS用バッ テ リ ーユニッ ト 付近に万一火災が生じた場合

消火器(油火災 ： ガ ソ リ ン、 石油、 油など によ る火災、 および電気火災 ： 電気配線、 電気
機器など によ る火災に有効な消火器)で消火し て く だ さ い。
初期消火については、 少量の水によ る消火はかえ って危険な場合があるため、 水をかけ
る場合は消火栓などから多量に放水するか、 消防隊の到着をま って く だ さ い。




